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造形実習の教育効果について

三上英子

デザ イ ン教 育 は様 々な分 野,様 々な角度

か らな されてい るが,私 が 担当 す る造形 実

習 で は ドレイ ピ ング を導入 した実習 を行 っ

てい る。 ここで 用 いる ドレー ピ ング とは,

通 常使 わ れてい る立体 裁 断の意 味で はな く,

一 枚布 をカ ッ トせず に ピ ンを用 い て造形 す

るDreapedinfabricの 意 味 で あ る。 実 習

で は可 能 な限 り素材 を用 い,そ れ らの特性

や表現 を見極 めて造形 す る中 に,無 限 の可

能性 を追求 す る。 そ して ドレー ピ ングのテ

クニ ックを高 め るこ とは勿 論で あ るが,造

形 す る こ とに よ り各 自の 内在す る感 覚 を揺

すぶ り,創 造力 を高 め,表 現力 を養 い よ り

豊か な感性 を磨 くこ とを 目的 と してい る。

デ ィス プ レイ を主 と した クラ ス と,服 飾

デザ イ ン を主 と した クラスの授 業 内容 を具

体的 に述べ る。 共 に授業 回数 は13回 一一14回

で1回 約3時 間半 であ る。

デ ィス プ レイを主 と した ク ラス で は1m

--25m以 上の布 を使 ってマ ヌカ ンや身 近 に

あ る机 や椅 子,壁 面,更 に空 間 に挑み,無

か ら有 を求め て 自由奔放 に造形 させ る。最

初 は四つ切 りケ ン ト紙 で作 られ た正立 方体

を使 って2mの 布 を掛 けた り,垂 ら した り,

とめた りして造 形 させ る。 この段 階で 学生

が布 素材 の持 つ魅 力 を感 知 し布 の ドレー プ

性 や可塑 性等 の特性 を知 るよ う導 くと共 に

ドレー ピングの基礎 的 テ クニ ック を把 握 さ

せ る。次 いで マ ヌカ ンや壁面 を使 って面 や

線 の面 白 さ,布 の蔭影 をね ら った作 品 を作

らせ て デ ッサ ンさせ る。遠近 法 や構 図に も

振 れ,作 品 の良 し悪 しの見 る 目 を養 うこ と

を目的として描かせる。また環境への関心

を深めさせるために内1回 は街に出て,そ

こに息吹く現在のファッションや色彩,ウ

インドウディスプレイ街行く人々建築等目

にしたものを発表させる。明確に捉え自分

の考えが適確に表現できるように誘導する。

更に机の上や壁面を使ってウインドウディ

スプレイの練習をさせる。最後にデグスの

使用法を教え,造 形の場を空間へと広げる。

広々とした空間に挑むとき,学 生は戸惑い

仲々着手しないが,布 の一端を天井にとめ

ると布がかもしだす表情や蔭影の美しさに

ひかれて興味をもって造形していく。学生

達は作る喜びを味わい,思 わぬ発想の閃き

に自信を持って積極的に造形するようにな

る。或る時はテーマを与え,或 る時は自由

に造形させる。学生達は序々にデザインに

深い関心を持つようになり,デ ザインカを

高め,発 想力を啓発させていく。

服飾デザインを主としたクラスでは,服

飾構体としてマヌカンを使用し種々の布素

材 を用いて ドレスイメージの作品をピン

アップさせ る。最初はボディを使い,ボ

ディに布を只かけるより少し造形するだけ

で美しく変ることを示す。ピンのとめ方次

第で変る布の表情,更 に素材によって異る

表情や手ざわり等それぞれの布の特性を各

自の目で捉え肌で感 じさせる。以後は1グ

ループ3人 に分け,マ ヌカンを使って作品

を作る中にドレーピングの基本テクニック

を把握させる。全グループが比較的美 しい

作品を作った時にデッサンをさせる。授業
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時間 の後半 は,そ の 日に指導 したテ クニ ッ

クを使 って 自由作 品 を作 らせ る。 マ ヌカ ン

のポ ーズ に合 っ たデザ イ ン。布 が 余 り過 ぎ

た時 の処 理 の工 夫,ま た足 りな くな った時

のデ ザ イ ンの まとめ方 な ど試行 錯 誤 をす る

中に 思 わ ぬ美 し さが現 れ る意 欲 を燃 や し

次 々に積 極 的に造形 して い く。 限 られ た教

材 の中で はあるが 変化 に富 んだ素 材 を使 っ

て造 形 させ る。最 後 は ウェデ ィ ング ドレス

をテーマ とす る。 またデザ イ ン画 を描 かせ

そ の ドレスをマ ヌカ ンに ピンア ップ させ る。

10m～18mの 布 を使 ってA学 生 のはBとC

学 生 が ピ ン ア ップ をす る。BとC学 生 に

つ いて も同様 で あ る。 そ して次週 は学 生 自

身がモ デ ルに な る。 一枚布 を生 身の体 に ピ

ンア ップす る には相 当の集 中力 とテ クニ ッ

クが 要求 され るが学生 は今 迄の 成果 を発揮

す る。30数 名1つ と して 同 じデ ザ イ ンの作

品は見 られ ず個性 的 で独創 的 な作 品 を作 り

あげ る。

以上 の よ うに,ド レー ピング を導 入 して,

主 と して デ ィスプ レイ を,主 として服 飾 デ

ザ イ ン をと二方 向か ら造形 実習 を行 って き

たが,そ の結 果 短時 間で作 品の完成 を見 る

こ とが で きる ので数 多 くの デザ イ ンを試 み

る こ とがで きるか ら,デ ザ イ ンを志 す学生

に とって は,短 期 間で表 現力,創 造 力,発

想 の展 開力 が育 くまれ,感 性 が磨 かれ るの

では なか ろ うか。

みかみ・えいこ 京都女子大学(非)
1991.12.14第26回 被服分科会

ドレープ美 しさを意図した学生作品

(ボ デ ィー とサテ ン地6m使 用)

(カ ー テン とマヌカ ン。キ ュプラ裏地25m使 用)

81


